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君は愛知臓に生れ，東京物理事校を卒へも明治44年4月陸軍所滞航宰勝校附となり，世界大破

の際背島陥落するや，大正4年8月青島に赴任し，共後青島測候所が大正12年4月中央第象濯に移

管さる Lに及んで，無象韮技手となり，昭和4年1月筑象韮技師に叫任し，入問問氏の後を受けて，

青島測候所長に任ぜられた．支那事担以来北支誠遣寺内部隊喝託として，岡本部に在て却J務し，在支

多年の経雌を以て賀献する盛大であったが，去る 11月3日病に催りて蹄還し，大限境陸軍病院に入

院加縦中蕪石殺な〈進に10日長逝された．平年51議．請は温厚にして諸費，地磁無視測者として

は最も泊営危費性を有し，大1E12 年以来背島の摂象観測及び地磁無観測κ従事するlj~16年，誠に地

磁無担lJ定のエキスパートであった．背品の磁力測定が濁泊所嵐以来今円まで揃鎖した事は質に粛に

負ふ所が大である．

以下に掲ぐる二週梢は氏の在世中入乎したものであるが，其の殻表が氏の長逝後となった~Jiは槙

めて遺憾である．二遺稿中前者は昭和12年5月中央無象接に於ける無象協議舎の緋ii誌にて鐙表さ

れたものと悶じである様に思はれる．

裁に討の遣宥；iを掲げて京－が多年地磁無界に5位されたる功績を偲び．読んで哀悼の恕を表す．

（昭和13年 12月今道周一〉

磁石の自然減磁に鈎ナる賓験式の一例

伊 i隊小三 郎

On Naturl¥l Dmnagnetifmtion of a MEtgnct. 

By K. Ito. 

An experimental formula of nntuml nemngn凶isntionof a deflec色ionmngnet of cylindrical 
form used in the Tsingtau magnetic observatory is not only a function of time t, but depenゐon
the number of observations 11 during a yeur. If M is the magnetic moment of t.he rnngne色
nnd b, '• k nnd cc arc some constants, the formula is: 

log”』.f=b+(s+k)t.-..’． 

筆者は絶封他眠測用磁石の磁無能率の自然に減少する速さを知る必要を感じた事があった．本文

は本所使用中のー磁石について調査を行った簡単友報交である．

元来磁石が磁無1量を減やる速さは磁佑されてゐる鋼織の種類や，保存の方法で異なれ叉衝撃の

如き器械的刺依或は他の磁石叉は磁性燈との接縄の如き磁無的刺般によって保有磁無量に念製を起
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す主鮮は周知の事である．だから主題に入るに先立って此の磁石の質や保存の方法等に就いて述べる

のが順序であるが，製作年月日及び質tt:闘した記載が濁逸時代の記録中に殻見し得友いのは遺憾で

ある．多分質はつパJレト鋼で 1910~頃製作したものと思はれる．形i土中2主主主回培形で中央の上下

に之を水平に吊る鵡めの洋銀製の二重鈎が二割取付けてある．大慢の寸・法は長さ 75llllll，外侮 15

111111，内便10inmである.1011年3月のポッグムに於ける検定配線によると 17・CでlogM = 2.8878{) 

（但し M は磁無能率）となってゐる． ：：たに保存の方法は説明を助けるためtt:n.wtを附けるとと Lし

た．第1闘のお~に見らる L通り磁石は先づ拝み合せると丁度一ぱいに牧まる様に制り取った二ilhi

の字国培形の木製例物の中に牧められ更にj事肉の軟鍛製の国境鍬中に密封される．而して共際常に

磁石のS極が秋鍬容器の底面に接すtる搬に挿入される．叉教j物及織寄与器の内商には雑紗を貼って持

ち運びの際のガグ付きが防いである．

体 1 回

、お

4たにとれはー臨調ぺ？と後で無付いた事であるが，観測の度に此の保存容器から出入れする際，軟

鋭から遠ざけ或は近づける矯めの磁無的刺戟や，僅か一時間位ではあるが軟織の保護を離れるとと

が，極めて徴量ではあるが減磁を促進するものと考へられる．従って此の調査には使用頻度即ち観

測の頻度を考成すべきであると考へられる．

此の種の調査は長年月に亘る資料を要するから硯測頻度の宵ーを望むととは困難でるるが，筆者

が今取扱はんとする資料は取分け不興ーの度が六きいのは遺憾である・そとで先づ費料を次の様念

方針で整理した．

時間の単位を年とし，年々の他は各年の平均値を取り共の年の中央に相官するものと宥倣すとと
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主した．ととろが年によっては廻測同教が非常に少〈然かも年頭或は年末の方に偏してゐるので直

に年の中央に相富すると者倣し得べき値が得られない．依って左様1.t~は幾月か頻度の密1.t部分を

取って平均を求め，其の期間の中央に相官する値とするととにした左援な方針で翻測創始以来卸

1912年以降の費料を整理して第1表を得？と．

古事 1 表

年 logM 問主主 街 考 年 log且f 図書k 俄 考

1912 2.8部 10 19 6.0月 1924 2.87116 4 S.5月
18 8800 17 6.0 " 7053 2 10.0 
14 創出 18 s.o 25 7024 3 3.5 
15 7797 6 9.0 ’r 6997 2 8.5 
16 7695 2 0.5 26 6991 s S.5 
17 す袋詰5 IS 6.0 v 6951 2 10.5 
18 7515 14 6.0 'J:l 68f訓B JI 6.0，十月念減
19 7409 13 6.0 28 684!) ~o 6.0 
20 7824 I 0.5 29 6771 ~ 6。：8:年九未月念念滅減，／ 7258 8 9.5 釦 66邸 $3 

21 7225 4 2.0 SI 6632 S5 6.0 
22 7142 1 9.0 82 部・91 40 6.0 
23 7147 2 lo.ti 88 6526 S6 6.0 

装中に掲げた logMは磁無能率（C.G.S）の常用封離で餌準温度（20・C）に更正した他であり，同

教は同段 logMの倣を求めるに用ひた観測値の撤である．叉備考－欄に掲げた月数は嘗該年の年頭
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12 磁石の自然減磁に翁する1定政式の一例

から同段 logM の自立を求めた期間の中央までの月撒である． 猫ほ 192九1929,1930年の念減は何

れも人工的原因によるもので夫々 0.00063,0.00350, 0,00055であり表中の logX の値は凡て此念

滅を捕って元の欺態に引寵したものである．之を年数を横軸にとり logMを縦軸にとってグラフ

にすると第2聞が得られる．圏中 10間以上の平均値は（×）で示し， 10間以下の平均値は（・）で示

してるる．

さて次に質験式の形であるが，夫れは第2固に於ける賦の排列を見れば大九その見蛍は付くが，

先づ文献から引張り出して見ると， Handbuchder Experimentnlphysik, XXV, 1. Tcil中の G.

Angcnheistcr, J. Bartels雨民の記述になる地部来観測中に次の二種がある．

dM • • 
一一＝－ac-o.'; M=b+cc-o.' ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（1)
dt 

<lM 
一一＝－OMe-o.t; JogM=b+e-o.t －－－－－・・・・・・・・・・・・・・・（2)
dt 

然し本所の磁石に就いて試めして見ると，

logM=b＋βe-o.t・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・（3)

・の様主主形にした方がー居よく‘適合する様である．上記三式中 M は磁石の磁無能率， b，α，AC等は

何れも常数，eは自然封撒の底数である．

(3）式を常数の決定に便利ft形に劉~する．先づ簡単の矯めに（3）を

ν＝b＋βe-a.t 

と書き ttc就いて徴分すると

金主＝ー山De吋 t
t;,,.t •. 

更に雨設の常用封撒をとると

陥（一会）＝lo山 β）－O(tlog1uO 但）

となる．

I吋一念）刊陶酔p，吋 log1oe三

と置けば（4）式は

η＝p+qt 

とたれ η及び SK就いて直線形となる．

訟で At=l年として各年の η を計算し最小自乗法に依って p及 g を計算するのであるが，夫

れには一ヶ年毎の等間隔の log1.Mの他が欲しい・そとで前掲第1表中各年の中央の他を依く事に
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劃して戎の式に依って中間掃入を行った．
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式中 m は求むる年の中央の他， m’， m”は夫々其の直前及直後の費削平均値で第1表中に掲げてる

るもの， di,diは夫々”に割腹する年の中央から 11{,m＂の封臆する時までの月数である．斯くして

得た等間隔の値は第 2表中に鍋げてるる．前に記した翻illJJ頗度の不買ーを考慮する見地から，全期

間を 1927年以降！.， 1928年以降とのこつに分けて所理した．此の二部分の内，前の方は非常に観

測頻度が直々で，年によっては硯測が年一同よりたいのがある．だから此部分を一括して所理する

ととは頻度を斉一にする見地からは不合理で‘あるが，さりとて比較的脅ーな頻度は三年以上は絞い

てゐ注いから更に小直分するととも出来たい．依って此の部分はp,qを決定するに営って各年の他

に共年の観測同教に等しいmみを附して行った．此部分の現卸l叫施主は最大の年が年19同，最小の年

が年1悶だから得た結果は大値年十数悶の頻度に相賞するものと見てよかろふと思ふ．

去作 2 5長

4手 t log Al 可 Z立与

1012 。 2.88610 -2.li817 19 
18 l 8300 .!;9槌 17 
14 2 剖54 .6778 13 
15 3 7斜 8 .7982 6 
16 4 7660 .9印8 2 
17 5 7585' -8.0410 18 
18 6 7515 ．αぉ8 14 
19 7 7409 -2.9957 18 
20 8 7281 -8.0969 4 
21 9 7208 .2924 4 
22 10 7155 .8979 1 
23 11 7145 .3098 2 
24 12 7092 .ll219 6 
25 18 7010 .2007 5 
26 14 69回 .2147 5 
27 15 。筏l6 .2518 11 

盟 。 e包5 -8.1808 l 
29 l 6771 -8.伯掲 l 
80 2 。悌1 ．耳010 I 
81 8 “出S2 ．鵠72 1 
32 4 6591 .1871 1 
88 6 6526 

となり，此の式からbが決定される．

之を b，，.とすると計算の結果は

第2表のηの他の中 1927＆：手以前の分は logM を

一同普通の方法で平滑したもので算出してるる．

斯〈して最小自衆法によって得た p及 gの値は

1927年以前の分に封して，

p=:i.38306土0.0890

（但土の次の数字は確率誤差を意味する）

q＝ー0.05098土0.0118

とたれ

p=log10αβ，q＝ーc:dog10B

カsら

ct=0.1174土0.0271

β＝0.0206土0.0094

が得られる．従って

log1oM = b+0.0206 e-o.tmc 

b,,.=2.86却O

でるる．依って1927年以前の logXの質験式は
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log10M=2.86500+0.0206 e-0・.nm．．．．．．．．．．．．．．．．－・・・・・（め

で奥へられる．此の式をグラフにしたものが第2園中の .AB曲線である．

ーたに 1舘8年以降の材料に就いても同様主主所理を行つも

従って

及び

p’＝4.88043土0.0688

g’＝－0.0454土0.0281

α’＝0.1-045土0.0647

β’＝0.00四6土0.00464

b’m::::2.86108 

が得られる．之をグラフにしたものが第2圏中の OD曲棋でるる．

拾に一寸・疑問が起るのは1928年以後に起った人詩的急減に劃し logMを補ふ丈けでηには補正

を要せぬか如何かでるるが，之は第 2聞を見ると logMの曲線が 1928年以降では略直線と看憎

し得るから近似的に

と考吋専る．然るに

1 <lM . 

M dt ～ 

η＝陥（合同賞）= log1o(1 

であるから近似的にはηは互に関係たいととにたる．従って疑問の補正も必要がたい龍でるる．

さて此等常数の決定は翻測精度の極限に近い桁の撤宇によるから前に附記して置いた様に確率誤

差も可友り大きい．だから斯様友結果を基礎に進んで論議するととは，微量に拘泥し過ぎるの誹を

莞れない治ち一路考擦を進めて見るととにする．

先づ前後二つの期聞に於ける常搬の内 α，d は上掲の如〈観測誤差の範囲で一致してゐると見て

よかるふ．即ち頻度が鍵っても αは鍵らないと考へ得る様である.：：｝（に βとβ’は世の起算年に

よって援るから双方共 1912年の中央を t=Oとする．そして共際の β’の債を F’とすると，

log1oβ”＝p’－16q’－log10α’ 

で奥へられるが，此の式の ot.',q’の代Pに α，gを用ひるときβ”の誤差が βの眼差と同程度でる

ると仮定するととは強ち不合理では主主いであらふ．そとで β”を計算すると

β～0.0必3

とえkり， β に比し誤差の範囲を越えて増大するととが分る．従って之を硯測岡敏の急：増と結び付け
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て考へるととも亦自然の遭程であるふ．即ち β は一年聞の硯測同数”の函撒であると考へる，而

して一面叉同ーな刺肢は同ーの減磁〈時聞が接近してる場合〉を起すととを考へ合せれば β の内に

はkn1tる項を合むでるらふ．故に最も簡単主主形として β＝s＋加の如きものが想像される．依っ

て

log10M=b+(s+kn)e-0' ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・. ・ ・. ・ ........・・・・・・・（6)

の如き形が吾々の用ゐてゐる磁石にはよ〈適合する援に思はれる．

要するに本所の観測用磁石と同様た質で問機注保存法を受ける磁石に就いては，M の費4むを精密

に論やる友らぽ質蹟式は少くも此程度の複雑さを有するものであると信歩る．

〈昭和九年，背島測候所に於て〉


